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R2

14校区

西区　区域まちづくり事業　効果検証シート

23件 35件
派遣ボランティア団体・運
動指導の利用数

事業名称 実施主体

西区わくわく玉手箱事業・ディスコン大会事業（福祉と健康に篤いまちづくり部）

事業内容

57件

地域で活躍する各種ボランティア団体の支援、及び、高
齢者や子ども達との交流機会、運動の機会の創出によ
り、区民が人との出会いや仲間づくりを通じて、楽しく健
康的で生きがいを感じて地域生活を営むことが出来る
ようにすることを目的とする。

R3

総合評価

活動指標 R1

○

ディスコン大会参加校区
数

拡充
継続
見直し
廃止

昨年度に引き続き、コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、ディスコン大会は中止となっ
た。また、地域においても自粛期間などの影響で活動が行えない状況が続くことも多かった。
そのような状況においても地域活動の支援を継続することで、福祉と健康の向上をめざす各事
業を通じた地域活動への参加率・利用数は高く、区民協働事業として地域の交流感を高めるこ
とができている。今後とも本事業を継続していくことで、更なる地域の活性化に寄与していく。

今後の方向性（課題、改善提案等）

○

⑤自立発展性

△

地域で活躍する各種ボランティア団体育
成支援や、高齢者・子ども達の交流を通
じた地域コミュニティの活性化支援は、
行政と協働で行う区民の福祉と健康の
増進を支援する事業として妥当性が高
い。

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点により、例年に比べボランティア派遣等の件数自体は減少したが、当該各事業の参加・利用率は高く、特にボランティア派遣事業では幼
児向け、高齢者向けメニューの充実により、地域コミュニティでの活発な交流につながっている。
さらに、各校区への福祉・健康に関連する用品等の活用などで、感染症対策なども支援しながら、地域の交流機会の創出にもつながっていることから、継続実施すべきであると考
える。
今後の改善点としては、高齢者層の参加率が高い一方で、若年層の参加率が低いので、全世代の交流機会を創出できるような工夫・改善が望まれる。

ボランティア派遣でのボランティア団体
は西区在住者を中心としており、派遣に
関する調整や地域活動としての実施は
各校区の担当者が中心に行うなど、地
域との協働事業として実施されている。

◎

○

事業を通じた各種ボランティア団体の支援及
び、高齢者や子ども達との交流機会の創出
等、地域活動と合わせて事業を実施すること
の効率性は高い。

行政による事業実施の支援は自立発展
性は低いが、当該事業が区民の自主的
な健康増進への意識を深めるきっかけ
になっている。

○

地域活動の支援は、地域活性化に資す
る事業となっている。また、運動講師に
よる運動プログラムの指導は、地域や
動画配信にて行い、健康づくりに寄与で
きるというインパクトは高い。

地域での健康と福祉の増進を図ることを目的に実施さ
れている様々な自主的活動に対し、区の支援で各種ボ
ランティア団体を派遣するとともに、地域の皆さんで取り
組むことができる福祉・健康に関連する用品等を各校
区に配置。
運動講師を地域会館などに派遣し、運動を始めるきっ
かけになるプログラムを指導。


